
３月１０日（水）、第１４回広瀬中学校卒業証書授与

式を行いました。新型コロナウイルス感染症対策のた

め、卒業生、保護者の皆様、在校生代表、教職員のみが

体育館に集まりましたが、在校生もそれぞれの教室から

卒業生と心を一つにして、リモートで卒業式に参加をし

ました。  

時間短縮が求められる中でしたので、式辞そのものは

プリントで配りましたが、要点として「『凡事徹底』を意識して中学校生活を送ろうと言って、

皆さんを入学式の日にお迎えしました。あれから３年。皆

さんはたくさんのことを乗り越えて、そして成長して、今

日の日を迎えます。今日、皆さんをお見送りするにあたり

『凡事一流であれ』これをはなむけの言葉として贈ります。

これが皆さんが今後の人生を切り拓くかぎとなると信じ

ています。」と話をしました。  

「生徒主体の卒業式にしよう」そのコンセプトで、

送辞・答辞は短縮せず、しっかりと語ってもらいました。在校生代表の送辞も、卒業生代

表の答辞も、それぞれの「思い」がしっかりと込

められたすてきな内容だったと思います。答辞の

中では、３年間苦楽を共にしてきた、そして一緒

に成長してきた４５人で合唱をしました。３年間

の様々なことを思い出しながら、それぞれ歌って

いたのではないかと思います。  

式後の最後の学活は多目的室、図書館でそれぞ

れ行い、保護者の方にも一緒に入っていただきました。今年度、一度も保護者の皆様に生

徒達と一緒に教室に入っていただくことができなかったので、最初で最後の貴重な時間と

なりました。  

最後に、昇降口のところで、在校生が卒業生の輝かしい

未来を祈念し、エールで見送りました。  

限られた条件の中で、広瀬中生徒全員でできるだけの

ことをして、卒業式を創り上げました。広瀬中らしい真心

のこもった卒業式になったことをみんなで喜ぶとともに、

卒業生の活躍を今後も応援したいと思います。  

～45 名が立派に巣立っていきました～ 
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堂々と卒業証書を受け取りました 

45 人で歌う最後の合唱でした 

在校生のエールで見送りです 

心のこもった感動的な答辞でした  



３年生を送る会がありました  

３月８日（月）に「３年生を送る会」がありました。感

染症対策をきちんと行いながら、全校生徒が参加できる

会にするにはどのようにしたら良いのか、新生徒会のメ

ンバーが真剣に考えてこの日を迎えました。  

オープニングとエンディングは、生徒会執行部と３年生

のみが体育館に集まり、１・２年生は教室からリモー

トで参加をしました。メインとなる活動として、体育

館でドッヂボール大会、多目的室でクイズレクを行い

ました。ドッヂボールもクイズレクも、３年生の笑顔

がはじけていて、とても楽しそうにしていました。  

エンディングで

は３年間をまとめ

た思い出ムービー

や関わりのあった懐かしい先生方からのメッセージに

歓声をあげるなど、とてもいい雰囲気に包まれました。

最後に応援団からエールがおくられました。  

３年生はもちろん、１・２年生にとっても良い思い出

となる時間を過ごすことができたと思います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■社会に巣立つ前に～租税教室が行われました～ 

 ２月２６日（金）に松江税務署より２名の方にお越しいた

だき、３年生対象に租税教室が行われました。ＤＶＤの視聴

を通じて、「税金は社会を支える会費のようなもの」で、税金

によってたくさんのサービスを受けているということを学習

しました。社会に巣立つ前にいい学習ができたと思います。  

卒業生会入会式がありました 

３月９日（火）に卒業生会入会式がありました。平成１９年に新生広瀬中学校とな

ってから発足をし、今年の卒業生で８９３人の会員となりました。組織そのものはあ

りますが、まだきちんと活動ができていないところが課題です。令和８年には２０周

年となりますので、そこまでにしっかりとした会にな  

ればと思っているところです。まずは、各自がそれぞ 

れ広瀬中の卒業生会の一員として誇りをもって、立派 

に学校生活、社会生活を送って欲しいと話をしました。  

なお、今年度の卒業生の代表として、西村琉之介さ 

んと石倉玉椛さんが選ばれました。  

 

３年生入場の様子です  

盛り上がったドッヂボール大会  

３億円ゲームも楽しそうでした  



 

 

 

■いじめのない学校づくりに向けて～生徒会サミット～  

２月１９日（金）に新生徒会のメンバーになって初

めての安来市中学生生徒会サミットが安来一中をメ

イン会場に、市内５校をオンラインで結んで行われま

した。本校からは、生徒会長の松岡花音さん、副会長

の竹田加恋さん・椿琉衣さんが参加しました。  

これまでの生徒会サミットで作ってきた「いじめ撲

滅宣言」「いじめ撲滅行動目標２０２０」を更に深め

ようと、市内各中学校の代表で意見交換をしました。次回は市内各高校の生徒会とも一

緒になって取組を進めることができたらすばらしいと思っています。  

なお、これまでの生徒会サミットでの取組を評価いただき、安来市学校警察連絡協議

会より市内各中学校の生徒会が表彰されました。これを励みに、誰もが安心して生活で

きる学校づくりをみんなで推し進めていければと思います。  

■多様な性のあり方について学びました（２年生）  

  ２月１８日（木）に島根大学より稲垣卓司先生にお

越しいただき、２年生が「性に関する講演会」を開催

しました。今年度、広瀬中では人権教育を大切に教育

を進めてきたところですが、２年生にとってはここま

での学習をまとめる大切な時間となりました。  

性について考える時は、ただ単に「男性」「女性」と

いうくくりではなく、性的指向、性自認など「心の在り様」についても考えることが大事

と言われています。大切なのは、誰もがお互いを認め合い、誰もが自分らしく生きること

のできる社会を創っていくことではないかと考えます。稲垣先生のお話から、生徒達もた

くさんのことを考えたことと思います。  

■藍染・福祉・救急救命法体験をしています（１年生）  

  ２月２５日（木）３月１１日（木）１８日（木）に１年生が総合的な学習の時間を使っ

て３グループに分け、ローテーションで藍染・福祉・救急救命法体験をしています。  

 １グループは広瀬絣センターで藍染体験をしたり、機織り

体験をしたりします。１グループは社会福祉協議会の方にお

越しいただき、福祉について講話・体験活動をします。１グル

ープは消防署の方にお越しいただき、救急救命法について講

話・訓練を行います。  

 地域の皆様のお力をいただきながら、多様な体験を行い、貴

重な学びができていること、大変ありがたく思います。  

学校生活の様子 



 

 

 

 

 

４月の主な学校行事  ※変更になる可能性があります  

８日 木 着任式、始業式  20 日 火 学級生徒会、代議員会  

９日 金 入学式  21 日 水 尿検査①、家庭訪問（～27 日） 

12 日 月 部活動説明会、生徒会入会式 23 日 金 心電図検査、１年生正式入部  

13 日 火 地区生徒会、給食開始  27 日 火 生徒総会  

14 日 水 
部活動体験（～２２日）  

任命式、専門部会  

28 日 金 職員研修のため午後放課 

29 日 木 昭和の日  

15 日 金 新入生テスト     

表彰の記録 ※敬称略 

○皆勤賞 

  足立葵、足達喬一、石倉玉椛、川上温大、原健也、前田羚、荒木陽海、岩田羽純 

加納菜々、西村琉之介、松田遥也、吉村真璃那 

○しまね小中学生新聞コンクール  

入選【３年】岩田羽純  【２年】三原  愛 

佳作【３年】青木琴音、松坂美海、前田 羚 

【２年】山﨑千愛、長谷川実樹、金泉なぎさ  

○県中体連表彰 【３年】松田遥也 

○全国小・中学生障がい福祉ふれあい作文コンクール  

入選  【２年】上廽きらら 

※学校・団体賞もいただきました  

大会の結果 

○ペンギンカップ男子バレーボール大会（２月２７日・土）木次中  ０勝４敗 ５位 

  第１試合 広瀬中０－２安来三中  第２試合  広瀬中０－２多伎・向陽中 

  第３試合 広瀬中０－２松江一中  第４試合  広瀬中０－２木次中  

○大田カップ女子バレーボール大会（２月２７日・土）温泉津体育館 

予選Ａコート   ０勝２敗 ３位 

第１試合 広瀬中０－２江東・江津中  第２試合  広瀬中０－２大田二中  

３部リーグ   ０勝２敗 ３位 

第１試合 広瀬中０－２邑智中     第２試合 広瀬中１－２浜田東中 

○松江西高杯女子ソフトテニス大会（３月１３日・土）松江運動公園テニス場 

Ａの部   第１回戦  広瀬中１－２湖南中  

・MATSUEリーグに進出 １勝１敗 

第１試合 広瀬中１－２安来三中  第２試合 広瀬中２－１湖東中 

Ｂの部  第１回戦  広瀬中０－３斐川東中  


